
１　はじめに

　ホルスタインの早期分娩は，育成費の低減，育

成管理の労働時間の短縮，および育成牛保有頭数，

育成施設面積の減少など，経営的なメリットが大

きいことが知られています。すでに，熊本県農業

研究センターからもその育成方式が紹介されてい

ます（注ａ）。また，米国のノーコ・ファームズのフィ

ルヘルフター氏が来日し，ホルスタイン育成牛の

１８か月齢分娩を実践している紹介があり，酪農関

係者から注目を浴びています（注ｂ）。

　当場でも平成６年以降に生まれたホルスタイン

牛については，生後１２．０か月齢以上，かつ体重

３５０�以上の条件を満たした場合，授精を開始しま

した。さらに早期分娩を目指すため，平成１０年８

月以降に生まれた牛については，栄養摂取量を

アップし，発育を高めたため，生後９．０か月齢以上，

かつ体重３５０�以上の条件を満たした場合に授精

を開始することにしました。

　この当場における早期分娩の育成方式の取り組

みについて紹介するとともに，一般的な早期分娩

に必要な飼料給与のポイントを説明します。

２　当場における早期分娩の取り組み

１）　哺乳期

　当場では，平成４年７月以降に生まれた牛につ

いては，「一回哺乳システム」を採用していますが，

平成１１年以降，当社高性能人工乳「らくらく健太」

（粗たんぱく２０％，ＴＤＮ７５％）の使用により，

７日齢から４２日齢時のＤＧは平均０．５をクリアし

ており，一般的な早期離乳の発育成績と変わらな

いものとなっております。

２）　離乳～２．０か月齢まで

　離乳より２か月齢までは，粗飼料入り人工乳「ス

ノーヤングスターター」（粗たんぱく１７％，ＴＤＮ

７４％）を飽食として発育をアップします。離乳時

の人工乳採食量は平均１．１�であり，２．０か月齢時

で２．７�までアップしています。

３）　３～６か月齢

　粗飼料入り人工乳（当社「ヤングスターター」）を

３�一定として，オーツミックスキューブ（以後

ミックスキューブ：オーツ乾草，ルーサン乾草，

ベントナイトがそれぞれ６０：３７：３の割合で混

合，飼料成分値は平均粗たんぱく１３．４％，ＡＤＦ

２７．２％，ＮＤＦ３６．７％，ＴＤＮの推定値は５０．０％）

を飽食としています。

　ミックスキューブの採食量は高く，５．０か月齢時

の採食量は，平均２．８�です。

４）　６か月齢以降

　６か月齢以降は，当場の育成フリーストールに

移されます。ストールは３つに区切られ，月齢別

に飼育されます。給与飼料は，試作育成配合飼料

（粗たんぱく２３％，ＴＤＮ６６％，粗飼料入り）と

ミックスキューブです。

　平成１０年７月以降に生まれた牛において，試作

育成配合飼料，ミックスキューブの最適量を決定

するため，その育成牛の毎月の体測結果を見なが

ら，調整をおこなってきました。その６か月齢か

らの発育値は図３と図４に，乾物摂取量，粗たん
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ぱく摂取量，ＴＤＮ摂取量は図５～７の早期発育

区の推移として示されています。

　図３，４，８からもわかるように標準発育モデル

（米国トータルハードマネージメントサービス作

成の上限値）に比較し，おおよそ９か月齢（体重

２５５�，体高１１５�）より体高の伸びに対する体重

の伸びが高くなり，太りぎみになっています。こ

のため平成１２年１０月より乾物摂取量を維持し，エ

ネルギー摂取量（ＴＤＮ摂取量）を減少するため，

ミックスキューブを減量し，その代替としてフェ

スクストローを併用することにしました。

５）　分娩予定２か月前からの飼料給与

　当場ホル乾乳牛と同じフリーストールに移さ

れ，その栄養要求量を満たすため，当場搾乳用Ｔ

ＭＲ，ミックスキューブ，フェスクストローを給

与しています。

６）　当場における離乳後のたんぱく，エネルギー

摂取量の違いによる発育への影響

　平成１０年７月以前に生まれた牛で行われていた

当場育成方式（慣行区）と，それ以降に生まれた

牛で行われた早期発育方式（粗たんぱく，ＴＤＮ

の充足率のアップ）との発育（体重，体高）値の

比較を図１～４に，乾物，粗たんぱく，ＴＤＮ摂

取量の比較を図５～７に示しています。

　２か月齢～５か月齢までの発育値の差は，慣行

区が，育成飼料として粗たんぱく１４％，ＴＤＮ６２％

の粗飼料入り配合飼料（当社「スノーミックスファ

イバー」）を給与していたのに対して，早期発育区

は人工乳（当社「スノーヤングスターター」：粗た

んぱく１７％，ＴＤＮ７４％）を給与しており，エネ

ルギー，たんぱくの摂取量がアップしたためと考

えられます。

　６か月齢～１２か月齢までの発育値の差は，慣行

区が前述の粗たんぱく１４％，ＴＤＮ６２％の配合飼

料「スノーミックスファイバー」を給与していた

のに対して，早期発育区が粗たんぱく２３％，ＴＤ

Ｎ６６％の試作育成配合飼料を給与したことやミッ

クスキューブの給与量を増量し，たんぱく，エネ

ルギー摂取量がアップしたためと判断されます。

　また，１２か月齢以降，両区の体重，体高の増加量

に差が見られなくなったのは，体高については，

生理的に増加量が鈍化する発育ステージであると

ともに，人為的にたんぱく，エネルギー摂取量の

差を少なくしたためで，増体についても，同様に

両区のエネルギー摂取量の差を少なくしたため発

育に差が見られなくなったと考えられます。

７）　ミルク少量方式（雪印「一回哺乳システム」）と

ミルク多給方式（熊本県農業研究センター報
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図2　生後から6か月齢までの体高推移�
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図3　7か月齢以降の体重推移�
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図4　7か月齢以降の体高推移�
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告）の発育の比較

　熊本県農業研究センターの報告（栄養生理研究

会報ＶＯＬ４４，№２に掲載）ではホルスタイン牛に

おいて，生後４２日齢までは１日６～８�の代用乳

を与え，従来の慣行法よりおおよそ２倍のミルク

多給方式をとり，哺乳期の増体を高めています。

離乳後は，高たんぱくおよび乾物摂取量の上がる

給与メニューによって，従来（慣行法，日本飼料

標準）よりたんぱく，エネルギー摂取量を高め，

生後１１か月で体高１２５�，体重３５０�をクリアして

います。１１～１２か月齢より授精を開始し，平均ＡＩ

回数１．４回，平均２１．７か月齢分娩を達成しました。

　これに対して当社雪印「一回哺乳システム」は，

哺乳期間を８～３５日齢として，代用乳の給与量は，

ミルク多給方式に比較し，おおよそ１／２～

１／３で，ミルク少量方式といえます。しかし，

発育値を見ると図３，４の早期発育区に示されるよ

うに，１１か月齢時点の平均体重は３７６．３�，体高

１２４．１�とやや体高は低いものの１０～１１か月齢で

同様に授精を開始できる体格になっています。

　当方式のミルク少量給与では，確かに４２日齢時

の平均ＤＧは，０．５～０．６と従来の１日２回哺乳方

式（当社慣行方式）と同様の発育値ですが，離乳

時の乾物摂取量が慣行方式より３割程度高いた

め，その後の採食量も順調に伸び，現在（１１年，１２

年出生牛）の３．０か月齢時では，体重１１６．５�，体

高９６．２�，６．０か月齢時では体重２４４．３�，体高

１１１．２�とミルク多給方式と同等の発育値になっ

ています。

８）　６か月齢以降の粗飼料給与の違いによる発育

の影響

　前述の熊本農研方式では，バイパスたんぱく源

の補給，乾物摂取量のアップにルーサンペレット

の給与を推奨しています。

　当場方式では，ミックスキューブの粒度が一般

の長物粗飼料（自給飼料，流通乾草等）より小さ

いため乾物摂取量がアップすることに注目しまし

た。育成配合飼料はわずか（１．０�，１．５�ないし無

給与）とし，ミックスキューブを制限給餌とした

中でも，乾物摂取量は体重当たり２．０～２．７％とす

ることができました。不断給餌を行った時の乾物

摂取量は，平均１２．７か月齢で乾物１１．４�，平均１６．５

か月齢で乾物１３．８�を示しています。

　以上から一般的な長物乾草給与に比較し，ミッ

クスキューブの採食性が高いことが確認されまし

た。

　熊本農研方式と当場早期発育方式の発育値の推

移を比較すると図８に示されるように当場方式が
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図6　CP摂取量の推移�
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図7　TDN摂取量の推移�
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図8　6か月齢以降体重体高相関�
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９か月齢以降，標準発育モデルの体高・体重の相

関曲線に比較し体高が低い回帰曲線を描くのに対

して，熊本方式は，標準発育の回帰曲線にそった

形をとり，体重と体高がバランスよく発達してい

ることがわかります。

　この発育の差は，どのような影響からくるので

しょうか。

　栄養摂取量を比較すると熊本農研方式に対して

当場方式のエネルギー摂取量は高い傾向にあり，

エネルギー摂取過剰が当場育成牛の成長ホルモン

等に影響した可能性がうかがえます。

　そのため，今後当場の９か月齢以降の牛に対す

る給与飼料はこれまでの乾物摂取量，たんぱく摂

取量を落とさない中でエネルギー摂取量を下げ，

体高，体重の発育がどうなるかを確認していきた

いと思います。

９）　当場，早期発育，授精による受胎成績の影響

　表１に当場の平成４年生まれ以降の受胎成績を

示しています。平成１０年７月生まれ以降の早期発

育，授精した牛の受胎成績は，それ以前と比較し，

受胎成績は低下しておらず，受胎への悪影響はな

いと考えられます。

１０）　当場，分娩月齢早期化による初産次乳量への

影響

　表２に示されるように受胎月齢，分娩月齢が早

まっても，３０５日乳量には差は見られていません。

平成９年出生牛の乳量が低下していますが，これ

は当場の搾乳牛の給与メニューを変更し，たんぱ

くレベルを下げたためと考えられます。しかし，

乳脂率は上がっているため，ＦＣＭ乳量で比較し

た場合，平成８年度が７，３５３�に対して平成９年度

は７，２７６�で大きな低下ではありません。

　熊本農研センターの報告においても，早期分娩

による初産次乳量の低下は認められていません。

１１）　当場，分娩月齢早期化による難産

　当場の初産牛による難産の発生率については，

受胎月齢１６．８か月であった平成４・５年生まれと

受胎月齢１４．２か月であった平成６・７・８年生ま

れの初産時の介助，難産率に差は見られませんで

した。しかし，経産牛に比べてお産介助が多いた

め，平成９年生まれの牛以降，和牛の種をつけて

います。

�

　これまで説明しました当場での育成牛早期発育

の解析や熊本農研センターの解析から，以下の点

が飼料給与のポイントになると考えます。

１）　出生より３か月齢

　代用乳，人工乳の摂取量のアップによりＤＧを

０．８程度になるようにし，３．０か月齢時，体重１１５�，

体高９５�を目標値とします。

　そのためにはこの期間の飼料は，粗たんぱく１７

～２５％，ＴＤＮ７５％前後のスターター（人工乳）

を給与し，給与量も３�前後まで増加させます。

繊維源としては，ビートパルプ，ルーサンペレッ

ト，キューブ，良質乾草（細切）等の食い込みの

良いものをスターターの１～３割の量を与えま

す。

２）　４～６か月齢

　給与飼料の乾物当たりの粗たんぱくレベルは１７

～１８％，ＴＤＮレベルは７０～７５％，乾物摂取量は

５～７�とします。

　この栄養摂取量を確保するには，粗たんぱく１７

～１８％，ＴＤＮ７０～７４％の育成飼料３�前後給与

し，繊維源としてルーサンペレット，ヘイキュー

ブ，良質乾草（細切）等を３～５�給与します。

３）　７か月齢～分娩まで

　７か月齢以降は，骨格（体高）の発達が鈍化す

るため，前述の育成配合飼料を２～３�と，乾物

当たり粗たんぱくレベルが１５％前後の粗飼料源を

飽食給与します（おおよそ乾物５～１０�）。

　分娩２か月前からは栄養要求量がアップするた

め，増し飼いを行います。

３　早期分娩（２０～２２か月齢）のための飼
料給与のポイント

表１　当場ホル育成牛受胎成績
３回以上（％）２回授精（％）１回授精（％）受胎月齢頭　数
３２
１５
３３
３３

９
１５
２０
０

５９
７０
４７
６７

１６．８
１４．２
１４．０
１１．７

２２
２０
１５
１２

平成４・５年出生牛
　　６・７年出生牛
　　８・９年出生牛
　　１０年以降出生牛１）

１）　早期発育方式を開始した平成１０年７月以降に生まれた牛から平成１１年６月までに生まれた牛まで

表２　当場初産牛の年次別初産乳量
９年８７６５４３２出生年度（平成）
７，３７３
６

７，６９６
８

７，４７２
１０

７，５０３
６

７，４４９
６

７，２４７
１０

７，１６２
４

７，０７４
６

３０５日乳量（�）
頭数


